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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
７
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
当
商
工
会
事
業
に
格

別
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
円
安
に
よ
る
景
気
後
退
、

更
に
は
全
国
平
均
五
十
一
円
と
い
う
大
幅
な
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

当
商
工
会
地
域
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
・
若
年
層
の
流
出
に
伴
う
大
幅
な
人
口
減
少
、

働
き
手
不
足
と
い
う
負
の
連
鎖
に
よ
り
未
だ
本
格
的
な
経
済
回
復
基
調
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

一
方
、
県
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
五
類
移
行
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
制
限
が
解

除
さ
れ
、
高
知
を
代
表
す
る
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
も
通
常
の
規
模
で
の
開
催
と
な
り
、
各
地
域

で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
県
内
観
光
に
賑
わ
い
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
台
湾
と
の
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
、
大
型
客
船
の
就
航
等
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま

り
が
功
を
奏
し
多
く
の
外
国
人
が
来
高
し
て
お
り
ま
す
。
観
光
庁
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
コ
ロ

ナ
禍
以
前
と
比
較
し
て
宿
泊
者
数
の
伸
び
率
が
東
京
に
次
ぐ
２
位
と
の
こ
と
で
観
光
に
よ
る
経

済
効
果
も
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
経
済

的
影
響
に
よ
る
負
担
や
、
人
材
不
足
等
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
、
適
切
な
価
格
転
嫁

や
コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
普
及
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
な
ど
、
経
営
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
商
工
会
は
今
年
も
、
皆
様
に
と
っ
て
良
き
相
談
者
・
提
案
者
で
あ
る
よ
う
地
域
唯
一

の
経
済
団
体
と
し
て
、
組
織
の
総
力
を
挙
げ
、
事
業
者
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。
行
政
等
関
係
団
体
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
労
働
者
及
び
後
継
者
不
足
や
生

産
性
の
向
上
、
資
金
繰
り
な
ど
、
事
業
者
の
皆
様
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
た

な
希
望
と
飛
躍
へ
の
一
歩
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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高
知
市
桑
名
龍
吾
市
長
に
年
賀
挨
拶

令
和
７
年
１
月
21
日
（
火
）
、
桑
名
龍
吾
市
長
の
も
と
へ
西
込

浩
一
会
長
、
吉
村
志
里
副
会
長
、
西
村
幸
祐
事
務
局
長
が
年
賀
挨

拶
の
た
め
の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
桑
名
市
長
へ
の
表
敬
訪

問
は
市
長
就
任
時
の
令
和
６
年
１
月
に
続
き
、
２
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

桑
名
市
長
と
の
懇
談
内
容
は
、
令
和
６
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

行
政
懇
談
会
の
お
礼
と
、
そ
の
中
で
協
議
さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て

改
め
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
11
月
に

高
知
県
下
の
商
工
会
会
長
会
に
て
決
議
し
た
要
望
内
容
に
触
れ
、

春
野
商
工
会
の
課
題
で
あ
る
会
館
の
老
朽
化
や
、
地
域
内
支
援
拠

点
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
予
算
措
置
に
つ
い
て
説
明
し
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
要
望
書

※
一
部
抜
粋
】

Ⅰ
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
大
型
経
済
対
策
の
早

期
編
成
と
実
施

Ⅱ
．
日
本
経
済
の
起
爆
剤
と
な
る
地
方
創
生
の
推
進

Ⅲ
．
小
規
模
企
業
対
策
費
の
大
幅
拡
充

Ⅳ
．
災
害
対
策
の
強
化
と
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

Ⅴ
．
事
業
者
が
活
躍
し
や
す
い
各
種
制
度
の
改
正
・
拡
充

Ⅵ
．
地
域
唯
一
の
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
の
支
援
力
・
組
織
力

強
化

春
野
商
工
会
は
、
今
後
も
行
政
と
連
携
し
、
地
域
経
済
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
７
年
新
年
の
ご
挨
拶

春
野
商
工
会

会
長

西
込
浩
一

も
の
づ
く
り
ワ
ー
ル
ド
九
州
展
出
展

令
和
６
年
度

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

令
和
６
年
12
月
11
日
（
水
）
～
13
日
（
金
）
福
岡
県
福
岡
市
博
多

区
に
て
「
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ル
ド
九
州
展
」
第
２
回
機
械
要
素
技
術

展
へ
の
出
展
を
支
援
し
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
４
２
０
社
が
集
ま
っ

た
当
展
示
会
へ
、
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
を
活
用
し
、

濵
村
鉄
工
㈲
と
㈱
K
M
T
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
２
社
が
出
展
し
ま

し
た
。
開
催
期
間
中
の
来
場
者
数
は
１
０
，
４
０
４
人
、
当
ブ
ー
ス

へ
は
39
社
が
来
訪
し
、
継
続
交
渉
し
取
引
成
立
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
協
力
も
あ
り
、
充
実
し
た
商
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
と
は
、
小
規
模
事
業
者
の

経
営
力
の
向
上
を
支
援
し
、
事
業
者
の
経
営
戦
略
に
よ
り
踏
み
込
ん

だ
「
伴
走
支
援
」
を
実
施
す
る
た
め
、
商
工
会
と
市
町
村
が
共
同
で

作
成
す
る
経
営
発
達
支

援
計
画
に
基
づ
き
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
第
２
期
計

画
（
令
和
４
年
～
令
和

８
年
）
の
認
定
を
経
済

産
業
大
臣
よ
り
受
け
ま

し
た
。
年
間
を
通
し
て
、

経
営
発
達
支
援
計
画
に

基
づ
い
た
小
規
模
事
業

者
の
売
上
拡
大
、
販
路

拡
大
、
生
産
性
向
上
を

支
援
す
る
た
め
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

経
営
発
達
支
援
計
画
は
、

春
野
商
工
会
公
式
H
P

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

支
援
を
希
望
さ
れ
る
事

業
者
様
は
春
野
商
工
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
遂
行
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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Ｑ
１
．
株
式
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

Ａ
．
ま
ず
、
普
通
株
式
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
株
式
は
一
般
に
財
産
権
と
支
配
権
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
財
産
権
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
配
当
を
受
け
る
権
利

で
あ
り
、
支
配
権
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
株
主
総
会
で
議
決
権
を
行

使
す
る
権
利
で
す
。
普
通
株
式
は
こ
の
財
産
権
と
支
配
権
が
原
則
と
し

て
一
体
化
し
て
い
て
、
株
主
の
権
利
に
何
ら
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
対
し
て
、
財
産
権
と
支
配
権
を
実
質
的
に
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

る
種
類
株
式
や
俗
人
的
株
式
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
用
い
る
と
、
目

的
に
合
わ
せ
て
多
様
な
株
主
の
権
利
を
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
２
．
種
類
株
式
と
は
ど
ん
な
株
式
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
種
類
株
式
と
は
、
株
式
が
も
つ
財
産
権
や
支
配
権
に
つ
い
て
普

通
株
式
と
は
異
な
る
内
容
を
定
め
た
株
式
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
会
社

法
で
は
次
の
９
つ
の
事
項
に
つ
い
て
異
な
る
内
容
に
で
き
る
こ
と
を
定

め
、
こ
の
９
つ
の
型
を
組
み
合
わ
せ
た
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
①
配
当
優
先
（
ま
た
は
劣
後
）
、
②
残
余
財
産
の
分
配
、
③
議

決
権
の
制
限
、
④
譲
渡
の
制
限
、
⑤
取
得
請
求
権
、
⑥
取
得
条
項
、
⑦

全
部
取
得
条
項
、
⑧
拒
否
件
、
⑨
役
員
選
解
任
権
。
こ
れ
ら
の
種
類
株

式
を
用
い
る
こ
と
で
、
普
通
株
式
よ
り
も
多
く
配
当
し
た
り
、
普
通
株

式
と
区
別
し
て
株
主
総
会
で
の
議
決
権
の
行
使
を
制
限
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
３
．
種
類
株
式
の
活
用
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
事
業
継
承
に
お
け
る
種
類
株
式
の
活
用
例
の
一
つ
が
拒
否
権
付

株
式
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
議
決
に
拒
否
権
を
も
ち
、
実
質
的
な
支
配
権
を

有
す
る
こ
と
か
ら
別
名
、
黄
金
株
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
財
産
権
と
し
て

の
株
式
は
相
続
税
や
贈
与
税
の
対
象
で
す
か
ら
、
早
め
に
後
継
者
に
継

承
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
一
方
で
、
支
配
権
に
つ
い
て
は
し
ば

ら
く
温
存
し
て
、
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
継
承
し
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
拒
否
権
の
あ
る
黄
金
株
を
１
株
だ
け
発
行
し
、
そ
の
黄
金
株

を
現
経
営
者
の
手
元
に
残
し
つ
つ
残
り
の
株
式
を
後
継
者
に
継
承
す
る

こ
と
で
、
普
通
株
式
だ
け
で
は
難
し
か
っ
た
ニ
ー
ズ
を
実
現
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
黄
金
株
で
あ
っ
て
も
１
株
あ
た
り
の
相
続
税

評
価
額
が
普
通
株
式
と
同
じ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
経
営
者
が
持
ち

続
け
て
も
相
続
税
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

Ｑ
４
．
属
人
的
株
式
と
は
ど
ん
な
株
式
で
す
か
？

Ａ
．
属
人
的
株
式
と
は
、
配
当
を
受
け
る
権
利
、
解
散
の
場
合
の
残

余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
権
利
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
と
い
う

３
つ
の
権
利
を
株
主
ご
と
に
異
な
っ
た
扱
い
に
で
き
る
株
式
の
こ
と
で
、

譲
渡
制
限
の
あ
る
非
公
開
会
社
で
の
み
導
入
が
可
能
で
す
。
株
式
そ
の

も
の
に
着
目
し
た
種
類
株
式
に
対
し
て
属
人
的
株
式
は
株
主
に
着
目
し

て
い
る
の
で
、
所
有
す
る
株
式
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
権
を

一
人
の
株
主
へ
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
現
経
営
者
Ａ
が
持
つ
１
株
に
議
決
権
を
１
０
０
個
与
え

れ
ば
、
１
個
ず
つ
の
議
決
権
を
与
え
ら
れ
た
99
株
を
持
つ
後
継
者
Ｂ
に

事
業
承
継
時
に
知
っ
て
お
く
と
便
利
な
株
式
の
活
用
法

や
さ
し
い
税
務

Ｑ
＆
Ａ

派
遣
税
理
士
に
よ
る

決
算
・
確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

今

年

も

決

算

確

定

申

告

の

時

期

が

や

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

ご

準

備

は

進

ん

で

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す

か

？

春

野

商

工

会

で

は

、

会

員

の

皆

様

を

対

象

に

顧

問

税

理

士

の

先

生

に

よ

る

決

算

・

所

得

税

・

消

費

税

確

定

申

告

相

談

を

行

っ

て

い

ま

す

。

ご

相

談

を

ご

希

望

の

方

は

、

ご

都

合

の

良

い

日

時

を

ご

連

絡

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

●

決

算

相

談

日

●

所

要

時

間

１

事

業

者

あ

た

り

30

分

2

月

25

日

（

火

）

●

担

当

税

理

士

3

月

6

日

（

木

）

川

越

税

理

士

事

務

所

川

越

宏

一

先

生

3

月

12

日

（

水

）

各

日

午

前

９

時

～

午

後

４

時

春
野
商
工
会
役
員
が
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

令
和
６
年
12
月
６
日
（
金
）
ホ
テ
ルS

P
-
h
a
r
u
n
o
-

で
開
催
さ

れ
た
春
野
商
工
会
令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会
に
て
、
功
労
賞

の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
商
工
会
運
営
へ
の
貢
献
と
地
域
商
工
業
の
発

展
に
寄
与
し
た
功
績
を
賞
し
て
、
全
国
連
役
員
功
労
賞
及
び
高

知
県
連
会
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
連

役
員
功

労
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
横
山
光
寿
氏
、
門
田
義
仁
氏
、
葛
岡

睦
雄
氏
の
３
名
、
高
知
県
連
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
の
は
、
西

込
浩
一
氏
、
横
山
光
寿
氏
、
石
田
高
三
氏
、
門
田
義
仁
氏
、
葛

岡
睦
雄
氏
の
５
名
で
し
た
。

ま
た
、
春
野
商
工
会
へ
の
表
彰
と
し
て
、
第
64
回
商
工
会
全

国
大
会

組
織
統
一
推
進
部
門

会
員
増
強
運
動

事
業
推
進
優

良
商
工
会
等
表
彰
、
令
和
６
年
度
会
員
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
報
奨
対
象
商
工
会

新
規
加
入
割
合
部
門

全
国
第
６
位

以
上
２
つ
の
表
彰
を
賜
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

全国連 役員功労賞 高知県連会長表彰

横山 光寿 西込 浩一

門田 義仁 横山 光寿

葛岡 睦雄 石田 高三

門田 義仁

葛岡 睦雄

第64回商工会全国大会 組織統一推進部門
会員増強運動 事業推進優良商工会等表彰

令和6年度会員加入促進キャンペーン事業
報奨対象商工会 新規加入割合部門 全国第6位

表１．春野商工会役員 受賞者一覧
（敬称略）

表２．春野商工会 表彰一覧

議
決
権
で
勝
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
支
配
権
を
残
し
た
ま
ま
、
後

継
者
へ
株
式
を
継
承
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
属
人
的
株
式
の
導
入
に
は
、
議
決
権
の
３
分
の
２
以

上
を
要
す
る
特
別
決
議
よ
り
も
さ
ら
に
要
件
の
厳
し
い
、
議
決

権
の
４
分
の
３
以
上
を
要
す
る
特
殊
決
議
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

拒
否
権
付
株
式
と
は
違
い
、
１
株
あ
た
り
の
評
価
額
に
対
す
る

考
え
方
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
難
点
で
す
。

Ｑ
５
．
種
類
株
式
や
属
人
的
株
式
を
導
入
す
る
上
で
の
注
意
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
会
社
が
種
類
株
式
や
属
人
的
株
式
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
株
主
ご
と
の
権
利
が
複
雑
に
な
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
複
雑
さ
を
受
け
入
れ
て
も
な
お
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
、
ま
た
、
目
先
の
目
的
を
達
す
る
た
め
だ
け
に
な
っ

て
い
な
い
か
を
、
会
社
の
将
来
を
視
野
に
入
れ
て
慎
重
に
検
討

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
は
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

中世フランスにて、実際にあった税金は次のうちどれ？

①めだか税

②かえる税

③へび税

正解は、QRコードから

春野商工会報アーカイブ

令和７年１月号データの最終ページに掲載中！



第１回 おもしろ税金クイズ 

 

中世フランスにて、実際にあった税金は次のうちどれ？ 

①めだか税 

②かえる税 

③へび税 

 

答え.②かえる税  

中世のフランスで、堀にいる かえる がケロケロ鳴いて領主の睡眠を妨げるので、領民が

毎晩交代で水面をたたき、かえるが鳴くのを止めさせる役目がありました。その役目をする

事、または役目の代わりにお金を納める事が「かえる税」でした。  

 

 

  


